予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：文化財保護費　　　
	事業名: 埋蔵文化財発掘調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　教育委員会　文化財保護センター　管理調整係　電話番号：058-237-8550
　　　　　　　E-mail：c27221@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：393,826千円（前年度予算額：509,699千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　国・県の開発事業に伴い、事業予定地内の遺跡の記録保存のため、発掘調査及び研究、出土遺物の保存・活用を行います。
【調査遺跡】

　＜国事業関連＞
・荒尾南遺跡（大垣市：東海環状自動車道）

・興福地遺跡（大垣市：東海環状自動車道）

・北方京水遺跡（大垣市：東海環状自動車道）

・随縁寺裏Ｂ地点遺跡（高山市：中部縦貫自動車道）

・下切遺跡（下呂市：国道41号下原改良）

・東野遺跡（坂祝町：国道21号坂祝バイパス）

・梅替古墳（坂祝町：国道21号坂祝バイパス）

＜県事業関連＞
・今渡遺跡（可児市：中濃大橋御嵩線）

	２　所要経費


（１）発掘調査費　      393,322千円

· 荒尾南遺跡（大垣市）　   104,826

· 興福地遺跡（大垣市）  　　26,093

· 北方京水遺跡（大垣市）   101,009

· 随縁寺裏Ｂ地点遺跡（高山市）　40,509

· 下切遺跡（下呂市）       14,573

· 東野遺跡（坂祝町）       55,652

· 梅替古墳（坂祝町）　　　 50,660

（２）発掘調査諸費（県事業分）　504千円

・今渡遺跡（可児市）　 504　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	509,699
	0
	0
	0
	0
	0
	509,699
	0
	0

	要求額
	393,826
	0
	0
	0
	0
	0
	393,322
	0
	504

	決定額
	393,826
	0
	0
	0
	0
	0
	393,322
	0
	504


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　文化財の調査・研究を進めるとともに、文化財情報を積極的に提供します。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	発掘調査実施件数
	（H  ）
	８
（H21）
	９
（H22）
	８
（H23）
	８
（H25）
	100％
　

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　【調査遺跡】

国事業関連

・荒尾南遺跡（大垣市：東海環状自動車道）　

　　・岩田西遺跡（岐阜市：国道156号岐阜東バイパス）

・与島B地点遺跡、与島C地点遺跡（高山市：中部縦貫自動車道）

・下切遺跡（下呂市：国道41号下原改良）

・東野遺跡（坂祝町：国道21号坂祝バイパス）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　　発掘作業及び一次整理作業　 １遺跡　
　　二次整理作業　　　　 　　　５遺跡
　　報告書刊行　　　 　　　　　３遺跡
　　　　※発掘調査事業の流れ
　　　　　発掘作業－整理作業（一次・二次）－報告書刊行　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　国や県の開発事業に伴って実施する事業である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　国との契約、県の計画に基づき事業を完遂している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　発掘・整理作業の一部を外部委託することにより、発掘調査の迅速化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　人員削減・経費節減を求められる中、さらなる発掘調査の迅速化と調査体制の充実が必要となっている。また、発掘調査によって得られたふるさとの歴史を物語る資料を、岐阜県の歴史的・文化的資産としてさらに活用することが求められている。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　国・県の開発事業は今後も計画されており、継続して実施しなければならない事業である。

発掘調査の迅速化を図るため、より効率性の高い外部委託となるよう検討する。また、発掘調査成果を歴史的・文化的資産としてより一層活用できるよう調査体制の充実を図る。


